
 

 

 

5 月 19 日の卓話 5 月 12 の出席率  6 月 2 日の卓話  

 会員在籍者数 42 名 

 会員出席者数 31 名 

 会員欠席者数 11 名 

 本日の出席率 73.80％ 

  

 

今年度第 3 回クラブ協議会 

次年度第 1 回クラブ協議会 

 

 

地区青少年交換委員会 

委員長 飯塚憲貴 様 

「ROTEX について」 

 

2023 年 5 月 19 日［第 119 回］ 

≪2022-2023年度 例会 第 118回例会報≫ 

2023年 5月 12 日（金）東武ホテルレバント東京「吉野の間」 

司会：岸会員
■点鐘：東京臨海西ＲＣ 大星太郎 会長 

■国会斉唱 

■ソングリーダー：岡田会員 

■ロータリーソング 「奉仕の理想」「四つのテスト」唱和 

■「ロータリーの目的」東京臨海西 RCバージョン 

 

■来賓紹介：大星太郎会長 

●東京臨海西ロータリークラブ  特別代表 

東京臨海ロータリークラブ   斉藤実様 

●東京臨海西ロータリークラブ  発起人代表 

東京臨海ロータリークラブ   鈴木孝行様 

 

■卓話者紹介：大星太郎会長 

●ＮＰＯ法人らいおんはーと 理事長 及川信之様 

 

■ビジター紹介：雪丸会員・飯塚憲貴会員 

本日はいらっしゃいませんでした 

 

■会長報告・スピーチ：大星太郎会長 

●ライハクキョウさんへ奨学金お渡し・一言 

●わんぱく相撲協賛お礼 

●地区青少年交換委員長へ活動費お渡し 

●RYLAセミナーパンフレット・感想文集について 

 

■幹事報告：継岩憲二幹事  

●5月のロータリーレートは１ドル 136円です 

●ロータリーの友 5月号をメール BOXに配布しまし  

 た 

●ガバナー月信 5月号をメール配信しました（4/25） 

●バギオだより 5月号をメール BOXに入れました 

●本日、例会終了後理事役員会を行いますので理事

役員の方 3階「藤菊の間」にお集まりください 

 

■委員会報告 

●社会奉仕委員会 伊藤委員長より 

 5/27（日）RACの BBQご案内 

●栗山パスト会長より 

わんぱく相撲ご案内 

レインボーライトアップカウントダウンご案内 

 

■5月のお祝い 

・会員誕生日 岡田会員、松原会員 

・「誕生日の歌」 

・１分間スピーチ：（武井会員） 

・奥様誕生日 金森会員夫人、西野会員夫人 

島崎会員夫人、武井会員夫人 

松原会員夫人 

・結婚記念日 木津会員、大西会員、清水会員 



 

 

 

 
■出席状況報告：本島厚会員 

⇒詳細 1頁バナー下の出席状況報告欄にて 
 

■ニコニコ BOX報告：坂東会員・島崎会員 

(ご意向)伊藤社会奉仕委員長フォーラム頑張って

ください。楽しみにしています。木津会員

お久しぶりですね。嬉しいです：斉藤実様 

（東京臨海 RC・当クラブ特別代表） 

(ご意向)社会奉仕フォーラムよろしくお願いしま 

    す：鈴木孝行様 

（東京臨海 RC・当クラブ発起人代表） 

(ご意向)社会奉仕フォーラムよろしくお願いしま

す：当クラブ三役 

(ご意向)社会奉仕フォーラムよろしくお願いしま

す：栗山会員 

(ご意向)及川理事長いつもありがとうございま

す！卓話も楽しみにしています。よろしく

お願いいたします：飯塚憲貴会員 

(ご意向)木津さん、おかえりなさい：西野会員 

(ご意向)本日の社会奉仕フォーラムよろしくお願

いします：伊藤会員 

(ご意向)本日からお世話になります。宜しくお願い

します：木津会員 

 

油井会員、二瓶会員、大西会員、坂東会員 

北林会員、島崎会員、平井会員、岸会員、武井会員 

間野会員、岩崎会員、熊倉会員、岡田会員 

佐藤会員、米井会員、松原会員、石田会員 

清水会員、倉持会員、飯塚正裕会員、雪丸会員 

 

【31 件 122,000円 今年度累計 2，164,000円】 

 

■点鐘：東京臨海西ＲＣ 大星太郎会長 

 

■社会奉仕フォーラム 伊藤宏之委員長 

 

 
●NPO 法人らいおんはーと 理事長 及川信之様 

皆さん、改めましてこんにちは。本日はフォーラム

ということで、お声をかけていただきまして、誠に

ありがとうございます。東京臨海西ロータリークラ

ブさんでは、多分 3度目ぐらいになるかと思うんで

すけども、新しいメンバーの方々も増えたというこ

とで、この子供食堂っていうのは何かっていうこと

から、先ほど伊藤さんの方からもお話がありました

が、何をやってるのかっていうことをお話しすると

共に、 ロータリークラブさんとの関わり、RCCって

いうのが昨年、国際ロータリーから認証されて、活

動を少しずつ地道に始めてるんですけど。まだまだ

ロータリアンの皆様方でも、これは何なんだってい

うことでお話を頂いておりましたので、今日はせっ

かくの機会ですので、その辺りもお話をしながら約

40分ですけども、お付き合いのほどどうぞよろしく

お願いいたします。スライドは用意してないんです

が、皆さんにお配りいたしました、黄色のリーフレ

ットに基づきまして、私どもの活動が凝縮されてい

ます。 

始めたのは 6年前。 たくさんの大変な子供達、そ

してそこに関わっていくと、実は家庭環境もひどく

大変だということで、それを見た時に誰かがなんと

か何かちょっとだけでも手助けしてやると、この子

はもっときちんとまっすぐ育っていくのにみたい

な。そんな思いから子供食堂を始めたいっていうこ

とで、当時江戸川区で教育長でありました、東京臨

海ロータリークラブの白井正三郎さん。その方にお

話をして、そこから実は大西英男代理士にお手紙を

いただいて、さらには東京臨海ロータリークラブの

本日いらっしゃってますけども、鈴木総代の方にお

話が届きましてグルグル巡り巡って鈴木孝行総代

の方にいきまして、現在、子供食堂をやっている場

所は京葉鈴木グループさんの会社のある鹿骨って

いうとこにあります。  

ここで 365日毎日子供食堂やっております。今日本

全国 7300 か所子供食堂があると言われてますけど

も、うち毎日やってるところはおそらくほとんどな

いと思います。週に 1回月に 1回、半年に 1回とか、



 

 

 

あるいは年に 1回イベント形式でみたいなそんな形

で子供食堂をやってるところがほとんどなんです

ね。 そういう場所は子供とって行ける場所楽しめ

る場所ご飯食べられられる場所、人と触れ合う場所

がないよりはあった方がいいとは思うんですけど

も、この 365日、何で毎日やることになったかって

いうのは最初これ NPO法人設立する前 1年間はボラ

ンティアでやってたですね。私の仕事をしながら、

ボランティアで地域の町内改革からスタートいた

しました。  

町内会館で始めて、そこに子供たちが「わーっ」と

きて、そのうち、近隣の小学校の校長先生が「うち

家庭科室空いているから使っていいよ、お金かかん

ないし」「体育館も音楽室も全部使っていいよ」と。

ということで貸していただくことになって、そこで

月に 2回、子供食堂っていう名前でやると、子供達

ってたくさん来るんですね。結構その学校のイベン

トっていうのは、学校には子供達が毎日通ってるの

で、そこは慣れた場所っていうのもあるし、いろん

なイベントを学校で行うので、子供達も行きやすい

ってことで、1回の子供食堂 70人ぐらい子供たちが

来たりします。  

 
 

それをボランティアの皆さんでご飯を作ってご飯

を食べて、体育館ではダンスをしたりとか、何かを

やりながらご飯を食べ、そこで触れ合う。2、3ヶ月

経った時に「なんかこれ自分の思っている子供食堂

とは違うなあ」っていうふうに思い始めました。こ

れは学校での、当時親父の会とか、所属してました

けども、その辺のイベントとも何ら変わんないです

ね。「これどこでもやっていることだな」と。  

自分がやりたかったことってこんなことかなって

ことを考えたら子供たち 70人来て、その 2時間、3

時間の間にみんなと話ができるかって絶対できな

いですね。そこ来て何か悩み事があるとか困ってる

とかいう子供達の声をすくい上げることはそこで

はできないなっていうふうに感じました。親も来て

ますけども、たくさん人がいる中で、「実はこんなこ

とで困ってるんです」なんてことはそのままでは絶

対言えないんですね。そこでの関係性を作れないっ

ていうふうに思ってしまいました。  

じゃ、どうしよう？いや、こういうことだったら、

もっと人数を少なくして、何か困ったことがあった

ら、その場でその日のうちにすぐに相談できるよう

な環境、場所を作りたいな。そのためにはご飯を食

べるのは毎日だし。「こんなことで悩んでる。でも、

次やるのは 2 週間後だから……」というのでは「2

週間待って、そこで相談しよう」なんて言っていた

ら、もうどうでもよくなっちゃうんですね。  

途中でね。そうじゃなくて、すぐに相談できて、し

かもこの人に言ったら、ここに行ったら、その問題

を解決できるような、そういう場所が近くにあると、

絶対にいいな思いまして、毎日やりたい。でいろい

ろ 1年間、白井教育長、そして大西英男代議士、当

時ね、今もそうですけども、忙しくて代わりに大西

洋平さんが窓口となって鈴木総代の方に繋いでい

ただいて、一緒に場所を貸すよ、と。当時何箇所で

したっけね。A3 の紙で何箇所も「ここと、ここと、

ここ、好きなところを選んでいいよ」と。鈴木総代

もいろんな思いがあって。この青少年育成事業。少

年野球であったり、サッカーであったり、中学校の

青少年翼事業であったり、いろんなことをされてい

る方で。「子供食堂ね。自分はできないけどもね、代

わりにやってくれよ。朝ご飯を食べさせてくれ。 子

供達、朝ごはん食べてる子って少ないですね。なん

とか食べさせてくれよ。場所貸すから」ってことで、

鹿骨をお借りすることになりました。この場をお借

りしてなんですけども、今この 6年間、この子供食

堂が続いているのは全て鈴木総代のおかげだと思

っております。本当に高いところではございますが、

もういつも感謝して足を向けて眠れないっていう

ね。そんな気持ちでいっぱいでございます。本当に

そういう気持ちです。  

本当これがなければ、7000以上の子供食堂があるっ

て言ってましたけども。続けるのってすごく難しい

です。始めるの簡単ですけども継続するのはすごく

難しいボランティアの現状を見て、「本当この子達

困ってんの？」と、どんどん気持ちが離れてしまっ

たり、子供達はそこで居場所だって思ったところは

大人の都合でそれがなくなることっていうのは絶

対あってはいけないなっていう私は思っておりま

す。  

そういう意味で、鈴木総代から、せっかくそういう

環境を提供していただいたんで。あとは運営、我々

で何とかいろいろ、いろんな方に声をかけながら協

力を得ながら続けていくってこと。一生。続けてい

くっていうこと。一生ではないですね。私が歳を取

ってできなくなっても、次の代、その次の代と続け

ていきたいなと思っております。私どものやってる

活動、子供食堂の他にフードバンク、フードパント

リー、フリースクール進学支援、就学支援。  

ありとあらゆることをやってるんですね。実は最初

は子供食堂だけだったんですけども、やってるうち

にいろんなことが、そこで見えてくるんです。子供

食堂に来てご飯を食べてるだけで。  

その時は空腹はそこで満足できますけども、実際の

問題って何だろうって思った時に子供の貧困って



 

 

 

子供が貧困なわけじゃなくて、問題は家庭にある。

家庭を何とかしなければ何も変わらないっていう

ふうに思いました。こちら、江戸川区こども家庭部

児童家庭課の 丸田課長が来て 1 人親家庭の話もさ

れたかなと思いますけども。うちに来てる子供の 8

割が 1人親です。母子家庭の子どもたち。後は父子

家庭の子供、両親がいない子、両親がいるんだけど

ネグレクト。  

いわゆる放置、放任というかね。そういう子供達な

んです。でも、その子達みんな母子家庭だからって

不幸だってことはないですね。シングルマザーでも

子供に愛情いっぱい注いでいたら、子供達は全然笑

顔で笑ってて、お金なくてね、幸せだよって子たく

さんいるんです。その中でうちに来る子供たち、何

が足りてないかっていうと、親からの愛情が足りて

ないっていうのは 100%ぐらい全員がそうなんです

ね。こちらこの中にもね、何回かうちに来たことが

ある方もいらっしゃると思うんですけども。  

結構子供達ね、うちに来る大人ってみんな自分たち

の味方だって思ってるんで、いろいろ声かけてね、

ついてきたり話したりしてくれるんですけども。や

っぱり大人の愛情、人からの愛情を求めてる。皆そ

れぞれ親からの愛情を求めて、毎日そこに通ってく

るわけです。月平均で延べ人数で子供が 250名ぐら

い、大人が 230名ぐらい、親もなんだかんだ理由を

つけて、そこに巻き込みながら、この活動していか

ないと。さっきも言いましたけども、何も変わらな

いっていうのがあるので、なんとか親御さんも変え

ていく。  

なぜ愛情を子供達に注げないかっていうか、いろん

な理由があるんです。でも、色々調べてっていうか

ね、そういうお母さん達と話をしていくと、実はそ

のお母さんもお父さんもそういうふうに育ってる

んですね。「どういうふうにこの子供と接して、どう

やってこの子達に愛情注いでいいか分からない」と。 

あるお母さんが自分はこの子可愛いと思って抱っ

こしたことが 1度もないって言うんですね。そのお

母さん親から虐待を受けてました。でも、子供には

そういうことはしないと思ったんですけども。  

愛情が湧いてこない本気で言うんですね。でもね、

そういう環境の中で子供って感じが強いんで「お母

さん、自分のこと見てるな。愛してるな」って分か

るんですね。分かるんで余計親に愛情求めるんです。

親に愛情求めるんだけど、それを受け入れてくれな

い。で、「もういいや」っていうふうに通常なっちゃ

うんですけども、うちではそのお母さんに言ったの

はね、お母さんね、ここに大人もたくさん来るんで

す。月 230名ぐらい。  

たくさん大人が来る。子供達もたくさん来るんです。

いわばね、疑似大家族みたいな環境の中で、お母さ

ん愛情注げないかもしれないけども、いいんだけど、

焦らなくていいから。我々ここにいる大人全員がち

ょっとずつ絶対にお母さんからの愛情には叶わな

いけど、ちょっとずつ集めて、この子に注いで、み

んなで育てていきましょうよって話をそういう悩

みを持ったお母さん全員にうちではするようにし

ております。  

そうすると、ちょっと気持ちが楽になって、家帰っ

ても少しね、なんか今までと変わった接し方、なん

かちょっと声をかけられたりとか、そういうふうに

気持ち余裕ができてくるんですね、そういうになる

とちょっとずつ変わってきて、今日子供食堂でこん

なことあったねって話も今までは「へ～」みたいな

感じだったけど、聞いてくれるようになるんですね。

そんな子供食堂ですけども、毎日やることで子供だ

けじゃなくて、大人も変わっていくという場所でご

ざいます。いろんな悩みを持った子供、子供も親に

も友達にも先生にも言えない悩みってやっぱりあ

るんですね。  

そういう時に誰にも相談できなくて、もう全然解決

できなくて、中学生、高校生、命を絶ってしまうん

ですね。この間、松戸で高校生が飛び降り自殺をマ

ンションの上からしたんですけども、あれが動画で

配信されてるんですね。飛び降りる寸前、自分の方

にカメラを向けて、2 人で友達と手をつないで落ち

ていくって。なんとも痛ましい事故で、その周りに

誰かその子達の話を聞いてくれる大人もいなかっ

たのか？そういうふうに思うと、本当に悔やんでな

らないと思います。  

家に来てる子供は絶対そういうことないなってい

うふうに確信してます。なぜかと言うと、本当に誰

にも言えないような悩み事、皆がいない時とか帰っ

た後とか。「ちょっと及川さん話があるんだよ」と。

中学校 1 年生の女の子、そちらは両親も揃ってて、

お兄ちゃんがいて、傍から見たら、全然普通の家庭

なんだけど。実は家族なんかバラバラで家の中にい

ても一緒にご飯を食べることがなく、集まることも

ない。それぞれがそれぞれの部屋で別々のことをし

ていると。「寂しいんだ」と。「夜になると涙が出て

くる」っていうんですね。まあ女の子なんですけど

も。  

何か学校でもいろいろこう気性が荒くて人を叩い

てしまったりとか、そういうことがあるっていうこ

とを先生から聞いてたので、深堀りしていくと、そ

の時に初めて相談してくれて。ここでの話、学校で

の話もっとお母さんに言いたいんだけど、してくれ

ないんだことを言うんですねね。そういうふうに相

談できる大人が近くにいるかいないかっていう大

きな違いだと思います。  

毎日やることで子供達が我が子のように思えてく

るんですね。そうやって少しずつ愛情を与えて与え

られてね。愛情をもらって育った子供って絶対将来

悪い大人にはならないなと思ってます。人のことを

思いやれる大人になれると思います。  

世の中ね、本当に犯罪がすごくたくさんねあります

けども、今週ですね、あの近くの中学校の教員が近

所の方を刺してしまったと。学校でも大騒ぎします

けども、そちらの校長先生もうちに子供食堂に何回



 

 

 

も来てくれてます。副校長先生時代からの、知り合

いで熱血教師で、校長になりたいっていうかね、先

生になりたくて頑張ってきた方、本当にきっと悔し

い思いをしてるのかなっていうふうに思います。  

そこの学校に通ってる生徒もフリースクールでう

ちに来てました。今学校に戻ってるのですけども、

ちょっと連絡をしてみたら、殺人を犯した先生とす

ごく仲が良くて、学校ではすごくいい先生だったと

「特別支援学級の先生 5人いるんだけど、その中で

1 番話しやすい先生だった」と言うんですね。何で

そんなことになったのか。きっとその先生も、そこ

まで成長する間に先生になるまでに、いろんなこと

がきっとあったと思います。家庭環境の中で。そこ

でいろんな関わり、愛情を持って親であったり、周

りの人達が支えていたら人殺すとかそんなことっ

て絶対にできないと思うんですね。  

そんな大人にさせないように、そんな大人にならな

いように子供食堂、今の私の子供食堂はそういう役

割を担っているのではないのかなと思っておりま

す。いろいろクリーン活動とかでゴミ拾いとかね、

たくさんいろんなとこでやってますけど、そもそも

なんですけど、捨てなければゴミって出ないんです

ね。なんで捨てちゃうの？と。自分なんか思うんで

すけども、誰かが片付けてくれるからと。  

そんな単純な思いでゴミをポイ捨てしてしまった

り、タバコの吸殻捨てたりとかするんですけども、

そんなこともきちんと考えられる大人に育ててい

く役割。今の時代、学校でも先生はそういう時代だ

から、誰が教えるのか。親も親になりきれてない親

がたくさんいる。じゃあ、もう周りの大人みんなで

きちんと育てようよっていう場所がこれ 365日。 生

活支援型、援助型とここに書いてますけども、最初

はそうじゃなかったんですね。最初子供達だけご飯

食べてとか、まあ思いはあったんですけど、お母さ

ん達とかいろいろそこで話ができたいいのかな？

ぐらいの感じでいたんですけども、こう家庭の支援

していかないと、成り立たない家庭ってすごくある

んです。コロナで経済的に大変だと。  

じゃあ、どうしよう。食材の支援をしていこうと、

特にそこの丸田課長のところじゃないですけど、1

人親家庭に向けての食材の支援、それを始めたのが

もう子供食堂が始まってすぐ後、それからコロナ禍

に突入して困ってる家庭が増えてきて。我々、そう

いう子供食堂に来てる子、登録してる子が 150 名以

上いるんですけども、その中で、これてないけど大

変な家庭たくさんあるんです。  

そこへ向けて食材を配っていこうということで始

めたのがフードパントリーです。フードバンドリー

っていうのは、フードバンクが浅草橋にあるんです

けども、そちらから我々は食材を持ってきて、近隣

の江戸川区内の大変な家庭へ配っていこうと、特に

子供食堂から派生してますので、うちは子育て世帯、

特に 1人親世帯へ食材を今配布してます。江戸川区

内で 14か所、うちを含めて、鹿骨を含めて 14箇所

に食材を配布してます。  

ロータリークラブの会社、事業所の前でも実は配っ

てくれたりもしております。そういう活動して我々

は 1人親支援ということで始めております。行政で

もたくさんいろんな支援をしてますけども、もっと

深く入っていこうと、食材を配る時にただ袋に詰め

て「はいどうぞ」という流れ作業ではなく、そこで

一言二言話をしながら、関係性を作りながら、14箇

所で大体週に 2，3か所で配ってます。登録してるの

は 200世帯ちょっとなんですけども、ほとんどそこ

も 9割が、1人親世帯なんです。  

お母さん方来て子供連れてきて、「ああ、どうした、

元気かい？」みたいなそんな話を簡単なところから

入って、だんだん毎週来るごとに顔を合わせて一言

二言、言葉を交わすごとに仲良くなっていって「実

は仕事がないんです」とかいろんな話をそこでする

んですね。そこでうちの方で仕事を紹介をしている

んですよ。  

お母さん達に。その中で 200何世帯の中で、今まで

3 世帯ですけど、仕事を紹介をいたしまして、そこ

から繋いできまして、初給料の時には「うちはもう

ね、働いて給料いただきました。もう食材をもらう

のは今日で終わりにします。次からは今度は手伝う

方に回ります」と。今も、来てくれてますけども、

今度は食材を詰めて仕分けして、それを配る側に回

ってくれたりするんですね。  

それで初めて自立支援ということにつながってい

くのかなというふうに思っております。はいちょっ

と横道に逸れたら話止まんなくなるんで、申し訳な

いですが。ぬくもりスペース、ぬくぬくは月曜日か

ら日曜日まで、今日もやってるんですね。今日はち

ょっと錦糸町の方に行ってくるので、夕方から来て

くれという話をしてます。夜は毎日塾をやってます。  

5 時から 6 時半まで塾をやって、そこからご飯を食

べて、8時、9時ぐらいにそれぞれ帰っていくんです

ね。小学生だった子供達ももう中学生になったので、

昔は親に迎えに来てもらったんですけども、今 1人

で帰っていきます。1 人で帰っても親がいないから

もう帰りたくないって言って、放っておいたら何時

までいるのかなみたいな感じなんですけども、それ

だけ居心地がよくなってるのかなふうに思ってま

す。  

子供食堂のほかに学校に行ってる子供も先ほども

いいましたけども、フリースクールの子供達もここ

に来てるんですね。いわゆる不登校、今年の高校受

験うちから 5人受験しました。全員それぞれ行き先

決まって、高校に入学して頑張って今登校しており

ます。  

1人だけ高校に行かない、「もう俺は働くんだ」って

いう子がいました。やっぱちょっと学校にはまあ行

ってるんだけど、やんちゃな子供で中学校 1年生ぐ

らいから行っては学校で問題起こしてとか。でも根

はすごくいい子なんですね。男の子なんですけども。



 

 

 

その方も実は臨海ロータリークラブの社長さんの

方に紹介をして今お世話になっております、いろい

ろ本当に鈴木総代もそうなんですけども、このロー

タリークラブさんには我々、子供食堂、すごくお世

話になっています。本日ね、先ほどいらっしゃいま

したけども、栗山会長のところにも実はお母さんか

ら相談ありまして、うちの子供は足を怪我したり、

中学校時代からそこは続いてたんですけども学校

にあまりいけなくなってから、働いてもちょっと続

かなくて足を怪我して自信をなくして、働けなくな

ってる。そこから 7年間仕事せずに家から出られな

くなってるんだよ。それを、栗山会長にご相談した

ところ、「じゃあうちでね、少しずつ、急にフルで働

けっていうのは無理だから少しず慣れるまでうち

で使ってもいいよ」ということで、今栗山会長とこ

ろにお世話になっておりますね。  

その子もどういうふうに思ってるか分かんないで

すけども、仕事ができてないこと、ずっと家にいる

ことってやっぱり、なんかちょっと申し訳ないなっ

ていう、そういう気持ちってあると思うんですね。

今働くようになって、すごく生き生きしてると思う

んです。お母さんとも会話が全然なかったんだけど、

なんか笑顔で話せるようになった、挨拶できるよう

になったってなったら、お母さんも喜ぶんですね。

そちらもシングルマザー家庭のお子さんですけど

も、きっとね、頑張っているから、正社員で働いて

くれといいなあという願いがあります。油井会長の

ところでも、この中で子供達、そして家庭に配って

る食材のご寄付をしていただいてるんですね。  

冷凍庫の中に食材がたくさんあって、この中でちょ

うど飲食店さんとか、老人ホームとかそういう所に

おろした、食材が大量に余った時に、うちに声をか

けてくれて、すごくそれで助かりました。こんな感

じで皆さんロータリークラブの皆さんにはすごく

ご支援をいただいてまして。さらにはうちの子供食

堂、私 365日子供食堂にいるのって、どうやって生

活してるのっていう話をよくされます。その時にう

ちは会員制になってるんですね。  

ＮＰＯ法人なので個人会員さん法人会員さん、そち

らの会費収入だけで運営されてるんです。その話を

以前した時に「じゃあ、いいよ。会員になって応援

するよ」っていう方が本当にたくさんこのロータリ

ークラブの中にいてくださっています。  

またできれば最後にそういうこともお願いができ

たらなあっていうふうに思っております。はい。そ

ろそろＲＣＣの話をしないと終わらないかなって

いうふうに思うんですけども、お待たせいたしまし

た。  

このロータリー地域社会共同隊っていうところが

あります。こちらの 1枚目のペラのところなんです

けども。これって何をやってんのことでこの私ＮＰ

Ｏ法人。らいおんはーとのお話しました内容の子供

食堂、フードバンク、フードパントリー、フリース

クール、学習支援、進学支援、体験活動、就労支援、

引きこもり支援、不登校支援、子育て支援、生活相

談、様々ことを今までやってたんですけども、それ

をこのロータリー地域社会共同隊、そのロータリー

クラブさんと共同でやりましょう。やってほしいと

いう思いで、東京臨海ロータリークラブさんが提唱

クラブさんとして、かといって、これ東京臨海ロー

タリークラブさんだけがここに関わってやるとい

うことではないですね。  

国際ロータリーから承認を受けてます。東京あるい

は日本全国、もっというと世界各国のロータリーク

ラブさんがこの活動に賛同してくれたら、協力する

よっていうそういうこの共同隊っていう意味でご

ざいますね。臨海ロータリーさんがやってるから、

うちはいいやとかそういうことではないですね。  

ただこれ、いろいろ決まりがありまして。そこから

資金援助はできないということがあるんです。ロー

タリーさんから実際にお金の援助はできない。でも、

これいろんな活動するのにお金はかかる。じゃどう

するのっていうと間接的に私どもここ運営してい

るらいおんはーとのＮＰＯ法人の会員になってい

ただいて、そのお金を使いながらＲＣＣの活動して

いくのと、下の方に映ってますけど、これ自動販売

機、コカコーラさんと共同で 1本ジュースを買うご

とに 10 円がこのＲＣＣに寄付をされます。10 円が

もう 100 本、200 本と売れていくと結構な金額にな

ります。そのお金を使いながら、この活動をしてい

くということです。 

今、一番最初にできたのは江戸川区ではなくて、市

川南の建設会社の社員寮の中に第 1号機が置かれた

んですが、実はこの度、我々フードパントリーに食

材を配ってもらってる雑貨屋さんの前に江戸川区

第 1号機が置かれました。これ子供食堂応援とでか

でかと書かれてます。手間のがかるところにこの自

動販売機で買われたものは一部はＲＣＣ、ＮＰＯ法

人らいおんはーとに寄付をされて子供達の健全な

育成に使われますっていう表示がされてます。これ

をぜひですね。  

まだまだこれ 100台 200台ぐらい置きたいなってい

う思いなんです。これ目に見える。支援。これが例

えば皆さんの会社の前にありましたら、「子供食堂

応援になるかな」なんて、すごくね。なんかちょっ

と派手でちょっと恥ずかしいかなっていうところ

もあるんですけども、目立つものなんですね。こう

いう社会貢献活動が目に見えて何だろうって皆気

にしてみてくれるわけでなんです。「ではここの会

社ってこういう活動してるんだ。 ちょっと協力し

ようかな。何か仕事のね、依頼もこういう感じだっ

たら、ちょっとお願いしたいなあ」と思うかもしれ

ません。  

いろんな寄付の仕方、社会貢献の仕方があるとは思

いますけども、本当に分かりやすい、一番分かりや

すい支援方法ではないかなというふうに思ってま

す。この災害時ですね。この赤い詳細の紙を一緒に

入れてますけども、こちらの方にいろいろ書かれて



 

 

 

ますけども、災害時にはそこは、非常用の飲み物と

して、開放されるとか、そういう役割もこの自動販

売機は果たしております。で、いろんなラッピング

とかも自由にできたりもしますので、「もしうちに

おいてもいいよ」「貢献したいよ」っていう方がいら

っしゃいましたら、コカコーラさんと一緒に向かい

ますので、是非よろしくお願いいたします。このＲ

ＣＣの活動、名前決まってまして、江戸っ子ぬくも

り応援ＲＣＣって、ちょっと長い名前でなかなか覚

えにくいなと思うんですけど、1 番最初にやったこ

ととしてはフードバンクを作りました。フードバン

ク作りたい。今までフードパントリーで食材を配っ

てたんですけど、大元の食材を集める場所が欲しい

ということで今清新町にあります青森大学江戸川

キャンパスの中一部教室をお借りして今年 1月から

フードバンクとして活動しております。フードバン

クでその他にその食材を配ってる団体がありまし

て、ほかの 5団体と共同でネットワークを作って食

材を集めて、その他の団体とシェアしながらあとは

その子供食堂であったりとか、必要なところ先ほど

もありましたけども、社長さんとも連携をしてそち

らにあげたりもらったりとエコセンターさんとか

もうフードドライブで食材が集まってるのでそこ

からいただいたりあげたり、そういう役割をしてお

ります。先日も大きな地震ありましたけども、災害

時に地域の方々に食材を配れるように常に 200世帯

ぐらいですけども、ストックをしております。  

何かあったらそこを解放して、地域の防災拠点にし

ていけたらなあっていうふうに思っております。最

後に、もう 1枚高校このその宣伝のチラシが入って

るんですけど、14日今週の日曜日に今回 5月に初め

てやるんですけども、関東一高さんね。江戸川区内

高等学校スタートアップ相談会っていう、高校相談

会をやるんですね。  

この毎年 8月に大体高校 110校ぐらい、東京都内外

の高校 110校ぐらい呼んで、その段階でやってるん

ですけど、その前哨戦、関東一校の校長先生の方か

ら、8 月の相談会だと 3 年生にとって遅いんじゃな

いかと。もっと早くやってほしいっていう思いがあ

って。1 学期が 3 年生になってすぐの 5 月にこの相

談会をやることになりました。  

それが 14 日っていう今度の日曜日にやります。江

戸川区内 11 校ありますけども、そのうち 9 校が今

回参加をしてくれて、中学校 3年生のみですけども、

相談会をやります。また 8月にも行うのはそれは江

戸川区内の全中学生対象、1 万 5 千 6 百人くらい。

そちらの家庭に、パンフレットを配布してお配りを

して、そのパンフレットの広告費で運営されていく

というちょっと規模が大きくなるんですけども、大

体 5000人ぐらいの来場者の規模でやっております。  

また近くなりましたら、そちらのお願い持ってこれ

たらなと思うに思ってます。まだ確定ではないです

が、9 月に今度は愛国学園さん、そちらの方で高校

説明会をやってほしいっていうお願いが今来てお

ります。らいおんはーととして子供達の成長のため

に年に 3回、中学生のため 5月と 8月と 9月にこの

相談会を行って、高校に自分達の将来のためってい

うかね、安易な気持ちで高校に入ってすぐ中退する

って方がすごく増えてるんですね。  

じっくりしっかり考えていただいて、自分の意思で

高校に行って、最終的に自立した社会人になってほ

しいって思い込めて、この進学支援も併せて続けて

いきたいと。これを全て運営するのはＮＰＯ法人ら

いおんはーとですけどもこのＲＣＣで、江戸っ子ぬ

くもりＲＣＣってところで、今後は全て賄っていき

たいなというふうに思っております。さらには、今

社会問題になってますけども。新宿歌舞伎町東横キ

ッズとか、全国家出少女とかどんどん集まってきて

るんですね。  

それが今追いやられてこの場所にはいないんだけ

ど、場所を変えて奥の公園の方に集まってると、そ

れはいろんな犯罪に巻き込まれて大変なことにな

ってるよと。そういう子供達、そういうことも救え

る事業、東京都若年者女性被害支援等事業っていう

ことで、今後そちらの方も変わって行けたらなって

いうふうに思っております。ありとあらゆることを

やっている、世間一般的に皆様思っている子供食堂

とはちょっと違うかもしれませんが、全ての子供達

が幸せな人生を送れるように、みんなで愛情注いで

育てていくっていう、そういう場所がもっと増えた

らいいな。このロータリークラブさんと関わった中

で、自分の次の目標としては同じような 365日型子

供食堂をもう 1つ作りたいと。  

東京ロータリー子供食堂ぐらいの名前をつけて、Ｒ

ＣＣでそこを運営していきたいという夢がありま

す。そのためにもぜひとも皆様のご協力をいただけ

れば社会奉仕、本当にいつ来ても分かるように、目

に見える社会貢献ができる場所、みんなでそこを作

っていけたらすごく嬉しいなっていうふうに思っ

ております。お時間 40分過ぎてしまいました。本当

にまだまだたくさん言いたいがあるんですけども、

是非、毎日鹿骨におりますので、子供食堂まだ見た

ことないってことないっていう方おられましたら

是非 1度足を運んでみていただけたら大変嬉しく思

います。  

子供たちも大人と話すの最初は苦手だったんです

けど、今すごく楽しみにしておりますので、どうぞ

よろしくお願いいたします。本日は誠にありがとう

ございました。 


